
 

（第２号様式）   
令和６年４月 25 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横須賀大津高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「正解が一つではない
問い」を重視した授業を
積極的に展開すること
で、生徒が自ら課題を発
見し、解決する力や思考
力・判断力・表現力等を
育み探究する力の育成を
目指した授業改善を行
う。 
 
 
②時代や社会の変化に柔
軟に対応でき、未来を考
えられる資質・能力の育
成のための教育課程の編
成に取組む。 

①すべての学年
が新教育課程と
なる初年度であ
る こ と を 踏 ま
え、教科等横断
的・探究的な学
びを実現するた
めの組織的な授
業改善に取り組
む。 
 
②新教育課程の
趣旨を職員全体
で共有し、教育
課程の改善・見
直しを進める。 

①教職員同士の授業
見学を促進し、授業
研究協議会や作問研
究会の実施を通して
職員全体の授業改善
への意識を高める。 
 
 
 
 
 
②科目選択や定期試
験、学習評価等に関
する議論を様々な機
会で設け、新教育課
程の趣旨を職員全体
で共有し、必要な見
直しを行う。 

①生徒による授業
評価アンケートの
結果が改善された
か。職員へのアン
ケートを行い、教
科等横断的・探究
的な学びを実現す
る授業の増加が確
認できたか。 
 
 
②教科会やグルー
プ会議の機会を通
じて新教育課程の
趣旨を共有する機
会を設けることが
できたか。必要な
教育課程の改善・
見直しに着手でき
たか。 

     

２ 

( 幼 児 ・ 児
童・) 
生徒指導・
支援 

①生徒の主体性や創造力
を育むべく「生徒の自
治」を支援し、生徒主体
の学校行事や生徒会活動
で培った力を学校生活や
学習活動に生かせる生徒
集団を育成する。 
 
 
 
②部活動の活性化を図
り、安全面に配慮した活
動や他者に対する思いや
りのある行動ができる力
を育成する。  
 
 
③健康や安全に関する学
習活動や支援を通じ、生
徒がお互いの個性・特性
を尊重することで、安心
して学校生活を送れる環
境を整える。 

①生徒主体の学
校行事や生徒会
活動で培った力
を学校生活や学
習活動に生かせ
る生徒集団を育
成し、「生徒の
自治」を支援す
る。 
 
②③安全に配慮
し、安心して学
校生活、部活動
ができる環境を
整える。 

①学校行事・生徒会
活動を通して生徒の
主体性・創造力を育
成し、時代に合った
ルールの作成や共通
理解が得られるバラ
ンスの取れた行事設
定を検討する。 

 
 

②顧問総会や生徒の
部長会で安全対策や
部室管理に係る啓発
を行い、重大事故発
生防止につなげる。 
 
 
③「性に関する講演
会」「交通安全・携
帯電話に関する学習
会」を実施し共通理
解を図り生徒の支援
にあたる。 

①生徒が各行事の
ねらいを理解して
活動することがで
きたか。 
グループと学年が
共通理解を図り、
リーダー育成の支
援ができたか。 
 
 
②生徒自身が安全
対策を理解し、部
活動の運営や地域
に貢献できる環境
の整備ができた
か。 
 
③講演会・学習会
において生徒の気
づきや学びがあっ
たか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①自己の高みを目指した
目標設定及びその実現へ
の支援を図る。 
 
 
 
 
 
 
②教育情勢を的確に把握
し、適切な情報の収集と
周知、共有に努めるとと
もに、組織的な支援体制
を構築する。 

①目標設定を早
期にすることの
効 果 を 理 解 さ
せ、実行に繋げ
るための支援を
し、生徒が持つ
可 能 性 を 広 げ
る。 
 
②変化の著しい
社会において有
用となる実力を
付けさせるため
に、教員同士で
情報や知識を深
める。 

①本校の進路支援の
スタンスを共通認識
した上で、各教員が
それぞれの方法で生
徒に対峙しつつ、模
試データ等を利用し
て生徒の成長を確認
する。 
 
②教員対象進路研修
会、模試分析会、新
旧３年担任情報伝達
会等を活性化させ、
教員の進路に対する
知識を増やす。 

①生徒が、各学年
に相応しい学習習
慣と学習方法を身
に付けられたか。 
 
 
 
 
 
②設定した会等
で、活発な議論や
意見交換ができた
か。 

     

４ 
地域等との協
働 

①生徒に地域の一員であ
るという意識を持たせ地
域等と協働・交流を行う
ことで、広い視野を持っ
て何事にも取り組んでい
ける生徒を育成し、信頼
される学校づくりを行
う。 
 
 
②「いのちを守る」ため
に主体的に行動する態度
の育成を目指した防災教
育を実践する。 

①近隣町内会や
ＰＴＡ、生徒支
援グループと協
力して、生徒が
地域の一員とし
て の 自 覚 を 持
ち、充実した学
校生活を送れる
環境を整える。 
 
②津波を想定し
た防災訓練の実
施。 

①地域やＰＴＡとの
協働・交流の機会を
増やすような取り組
みをすることに努め
る。 
 
 
 
 
 
②通常授業中に災害
が起きることを想定
した防災訓練に変更
し、避難先も各棟４
階へ変更して実施す
る。 

①具体的な取り組
みを企画・運営す
ることに努めるこ
とができたか。 
 
 
 
 
 
 
②実際の災害を想
定したシミュレー
ションになった
か。課題を発見
し、適切に更新で
きたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①施設、設備等の管理を
徹底し、生徒の学習環境
をより向上させる。 
②学校全体で校内美化に
取り組み、生徒自身に環
境整備に参画する意識を
持たせる。 

①施設、設備等
管理による学習
環境整備 
 
②校内美化の推
進と生徒への環
境意識の向上 

①施設予約のオンラ
イン化整備などを推
進する。 
 
②生徒支援Ｇの清掃
に関する役割に総務
Ｇも関わり、校内美
化を推進する。 

①施設予約オンラ
イン化整備が進ん
だか。 
 
②校内美化の取り
組みが進んだか。 

     

 

 


